


















要約:岩手県における 1988 年度の小学校 4 年生(以下小 4 と略す)692 名及び中学校 1 年生

(以下中 1と略す)124 名について、3年後(1991 年度)の夫々中 1時と高校 1年(以下高 1と

略す)時の小児成人病危険因子(肥満、血圧、総コレステロール)の追跡調査を行った。1988

年度～1991年度肥満度及び総コレステロール値は、いずれも両年度の間に高い相関関係が

みられた。血圧値は余り強い関係はみられなかった。 


